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オフィス山田の
手作りパソコンネットワーク

山田祥平

マイクロソフトのExchangeサーバーの開発スケジュールが多少遅れているようで、まだ、

そのベータ版が出てこない。その紹介までにはもう少し時間をいただくことにして、今回は、

PCカードのプラグアンドプレイ機能をフルに生かしたノートパソコンとネットワークの連携

について考えていくことにしよう。

Vol.6 ノートパソコンで使うWindows95
オフィス内と外でネットワーク機能を使い分ける

Windows95は、モービルコンピューティ

ングのために設計されたオペレーティングシ

ステムではないかと思えるほどに、ノートパ

ソコンの使い勝手を向上させる。ぼくのよ

うに、ほとんど常時ノートパソコンを持ち

歩いているような人種はかなり特殊だと思

うが、事務所のパソコンを自宅に持ち帰っ

て作業の続きをしたり、出張のときだけノ

ートパソコンを持って出かけるというユーザ

ーは多いだろう。また、テンポラリーの作

業のために、外部スタッフにノートパソコ

ンを貸し出すというケースもある。

これらの場合、すでに敷かれたオフィス

内のLANに対して、ノートパソコンがつな

がったり、はずされたりする。また、つなが

る場合には、オフィス内でイーサネット接

続するケースと、オフィスの外部から電話

回線などを経由して接続するというケース

が考えられる。Windows95なら、その両

方のケースに対処することができる。

いずれにしても、アメリカまで出張する

飛行機の中で、大事なファイルを事務所に

置き忘れてきたことに気がつく失敗はよく

あるわけで、ぼくも、何度かホテルの高額

な国際電話を使い、自宅にダイアルインし

てサーバーに接続し、しかるべきファイルを

取り出した経験がある。こんなときに、イ

ンターネットにつながっていれば、最寄りの

コンピュサーブのアクセスポイント辺りから

タダに近いローカル電話料金でFTPできる

のにと、くやしい思いをする。ホテルの電

話だと、施設使用料のようなものが加算さ

れ、数分の国際電話でもすぐに数十ドルに

なってしまうのだ。まあ、コストの話はおい

ておこう。100ドルかかったとしても、太平

洋を往復するよりは、ずっと安上がりなの

だから。もちろん、これは新幹線での出張

でも同じことが言える。

▼スロットに差し込むだけで
PCカードを自動認識

ノートパソコンをLANに接続するために

は、デスクトップパソコン同様に、ネット

ワークインターフェイスカードが必要とな

る。通常は、PCMCIAスロットにPCカー

ドをセットして使う。

Windows95が動いているノートパソコン

では、コントロールパネルで32ビットの

PCMCIAドライバーを組み込んでおけば、

ショップで買ってきたPCカードをスロット

に差し込むだけで自動的に認識され、それ

を使うためのドライバー類を、最初にWin-

dows95をセットアップしたときに使ったリ

ソースからロードしようとする。そこにWin-

dows95のセットアップディスクがない場合

には、セットするように要求するダイアログ

が表示される。当然、電源を入れっぱなし

の状態である。

ネットワークの設定に関する作業はデス

クトップパソコンの場合と同じだ。今まで

のこの連載で説明してきたように、稼働中

のWindowsNTのドメインにログオンする

ように設定する。

これだけの作業が完了すれば、あとは、

もう夢のような世界が手に入るのだ。

▼カードを抜き差しして
オフィスでも外でも使う

パソコンをリセットし、再起動をかけた

ときには、Windows95へのログオン画面が

最初に表示される。このとき、PCカードと

してネットワークカードがセットされていれ
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ば、それはNTドメインへのログオンダイア

ログだし、ネットワークカードがなければ、

それは、Windows95へのログオンとなる。

つまり、ネットワークカードがささっていよ

うがいまいが、おかまいなく、そのノートパ

ソコンを使い始めることができるわけだ。

そして、ささっていたカードを抜いた場合、

あるいは、逆にカードをセットした場合、

Windows95は、それを認識し、しかるべ

き処理をする。つまり、抜かれた場合には

ドメインからのログオフ、セットされた場合

にはログオンだ。ノートパソコンには、レジ

ュームという便利な機能があるが、これに

もちゃんと対応している。スタンバイ中に

カードが装着された場合、レジューム中に抜

かれた場合、両方とも、復帰時にそれが認

識される。再起動する必要はまったくない。

ただし、Windows95はピア・ツー・ピ

アなので、ログオン中にカードをいきなり抜

くと、もし、そのノートパソコンに接続中

の別のユーザーがいた場合、何らかのトラ

ブルが発生する可能性がある。それを回避

するためには、タスクバーの右端にあるPC

カードの状態を表すトレイアイコンコントロ

ール（図1）をクリックし、そのプロパティ

ダイアログを表示させる（図2）。そして、

抜き取りたいカード、ここでは、ネットワ

ークカードを選択し、終了ボタンをクリッ

クする。この作業で、もし、誰かが接続し

ていれば、警告のメッセージが出るし、そ

うでなければ、安全に抜きはずせる旨のメ

ッセージが表示される。

オフィス内でノートパソコンを使って作業

をしていて、外出時にカードを抜き取って

ノートパソコンを持ち出す。そして、出先

でパソコンを使い、オフィスに戻ってきたと

ころでカードを差し込むと、何事もなかっ

たかのようにネットワークへのログオンが再

現されるというわけだ。

▼簡単につながるから
セキュリティの自衛を

意外に便利なのは、複数のカード用のド

ライバーを組み込んでおくことができる点

だ。もちろん、使わないカードのドライバー

がメモリーを圧迫することもない。手元の

環境では、3ComのEtherLinkIIIを2枚と、

TDKのLAK-CD021の1枚があって、ノー

図3 ネットワークプロパ
ティを表示。ダイヤ
ルアップアダプタが組
み込まれていると、
ダイアルアップの設定
ができる。

図1 タスクバーに表示されたこのマーク（右から2
番目）はセットされたPCカードの状態を表す。
クリックすると図2が表示される。

図4 マイコンピュータからダイヤルアップを選び、「新しい接続」を選ぶとダイア
ルアップ先の設定が始まる。

図5 接続先の電話番号を設定。これで次に進むと、とりあえず「完了」になる。

図2 PCカードのプロパティの表示
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トで作業する可能性のある場所に、ケーブ

ルに取り付けたままむき出しで放り出して

ある。その場所に行って、そのカードのメ

ーカーが何であるかを深く考えずに装着す

るだけで、ネットワークにつながってしまう

のだ。

逆にいうと、これはセキュリティの面で、

とても危険なことでもある。機密事項の保

存されたリソースにアクセスできる権限を持

つアカウントでネットワークにログオンした

ままでカードを抜き去り、そのパソコンを盗

まれたような場合、なんらかの手だてが必

要になるからだ。このあたりは、レジューム

からの復帰時にパスワードを要求するよう

に、ノートパソコン自体のセキュリティ機能

と併用するなどの自衛が必要だ。やはり、

便利さの裏には危険があるということを忘

れてはいけない。

▼外出先から電話でつなぐ
ダイアルアップネットワーク

次はダイアルアップネットワークの話だ。

まず、マイコンピュータをダブルクリックし、

ダイアルアップネットワークを開くと、「よ

うこそダイアログ」が開き、ウィザード形

式で設定作業が進行する。モデムのインス

トールから始まり、必要事項を設定してい

く（198ページ図3～8）。

ダイアルアップの相手になれるサーバー

は、WindowsNTのリモート・アクセス・

サーバー（RAS）機能、または、Win-

dows95のダイアルアップサーバーだ。この

連載では、WindowsNTサーバーでネット

ワークを組んでいるので、すぐにこの環境が

手には入るはずだ。なお、WindowsNT

Serverでは、標準セットアップではRASが

組み込まれないので、コントロールパネルの

ネットワークアプレットを開き、ネットワー

クの設定ダイアログボックスから、ソフトウ

ェアの追加でリモートアクセスサービスを組

み込まなければならない（図9、10）。

Windows95のみで構成されたネットワー

クの場合には、サーバー機能を追加するた

めに、Microsoft Plus!パッケージが必要に

なる。米国では同時に出荷されたが、日本

語版がどうなるかは、まだ決まっていない。

おそらくは、Windows95出荷の数十日後

といった日程で出てくると思われるが、そ

れまで待てないという場合には、英語版の

Plus!パッケージを買ってきて、サーバー機

能のみを組み込むという手も残っている。

実際、日本語版のベータに、英語版の製品

パッケージのPlus!を組み込むという強引な

ことをやってみたが、ダイアルアップサーバ

ーの機能は正常に機能した。ただし、これ

は当然保証外の使い方なので、どんなトラ

ブルがあっても文句はいえない。

サーバー側、クライアント側、両方のセ

ットアップができたら、接続テストを行っ

てみる。電話をかける前にダイアログボッ

クスでパスワードを入力し、接続ボタンを

クリックするとダイアルが始まる。相手に

着信すると、アカウントの確認が行われ、

認証されれば、直接ネットワークカードで

LANに接続しているのと同等のことができ

るようになる。各パソコンの共有リソース

を参照したり、プリンタを使ったりと、速

度が若干遅くなる以外は、まったく同じだ。

28800bpsのモデムを使えば、そんなにイラ

イラすることもないだろう。当然、サーバ

ー側、クライアント側の両方に28800bps

のモデムをおかなければならないので多少の

出費が必要だが、実に便利な時代になった

ものだ。

図7 図6から「サーバーの種類」
を選ぶとこの画面になる。ここ
では「PPP」に設定しておく。

図6 図5で完了すると、新しい接続先のアイコン(ここでは
intenet magazine)が表示される。これを右クリックして
プロパティを選ぶとこの画面に。

図8 接続先internet magazineのアイコンを
右クリックして「接続」を選択するとこの
画面に。パスワードを入力するとダイアル
を始める。
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▼Exchangeサービスの1つ
ファクシミリ機能

Windows95は、ファクシミリ機能を持

っているが、モデムが1台しかいなくても、

ダイアルアップサーバーへの着信と共用で

きるようになっている。ファクシミリシステ

ムは、Windows95のメッセージングシステ

ムであるExchangeクライアントのサービス

のひとつとして用意されているが、相手が

ファクシミリだった場合にはファクシミリと

して着信し、ダイアルアップネットワークの

クライアントだった場合には、サーバーとし

て着信するのだ。

さらに、ファクシミリとして着信した場

合にも、相手もWindows95のファクシミ

リ機能を使っている場合には、受信原稿を

アタッチされたバイナリーメッセージとして

受け取れる。つまり、ワープロのデータな

ら、ファクシミリとして受信したにもかかわ

らず、それを手元のワープロソフトで開き、

内容を編集することができるわけだ。もち

ろん、編集可能にするかどうかは、送り手

側で設定でき、受信側に編集されて困る場

合には、この設定を編集不可能にしておく

こともできる。

Windows95標準の電子メールクライア

ントは複数のポストオフィスを扱うことがで

きず、だからこそ、Exchangeサーバーが

求められているわけだが、別の組織とメッ

セージをやりとりしたいとか、バイナリーフ

ァイルをやりとりしたいという場合、このフ

ァクシミリ機能を相互に使うことで、けっ

こう簡単に望むことが実現できる。そのよ

うな場合だけ、ニフティサーブなどのパソコ

ン通信サービスを使っていたケースは少な

くないと思う。ただ、ファクシミリはあくま

でもファクシミリなので、LANにつながっ

た特定のユーザー宛に直接届くわけではな

い。モデムを接続したパソコンに届いたも

のを、誰かが手動で本来の宛先に転送しな

ければならない。小さな事務所でしかでき

ないことだが、本物のファクシミリ専用機

だと、紙を仕分けし、席まで配達しなけれ

ばならないなど、もっとめんどうだというこ

とを忘れてはならない。この機能のためだ

けに、NTをダイアルアップサーバーにせず、

Windows95をファクシミリ兼用のフロント

エンドにするというのもひとつの考え方だ。

▼オフィスに戻ったら
サーバー専用機に

ぼくのうちでは、外出から帰ったら、カ

バンからノートパソコンを取り出し、充電

のためにアダプターを接続、ネットワークカ

ードをセットし、電源を入れる。この瞬間

から、このノートパソコンはサーバー専用機

と化する。そして、ディスプレイのふたをし

めて、そのあたりに転がしておく。バックラ

イトはオフになるので、まあ、液晶ディス

プレイの寿命には大きな影響を与えないだ

ろうし、次の外出時にはたいてい満充電の

状態になっている。リチウムイオン電池は、

充電作業にあまり気を使わなくてすむのが

いい。

そして、いつも仕事をしている席に向か

い、デスクトップパソコンのデスクトップか

ら、サーバーと化したノートパソコンのリソ

ースを参照し、外出先で書いた原稿などを、

本来のサーバーのしかるべきフォルダに移

す。うちに帰ってまでチマチマしたノートパ

ソコンのキーボードは叩きたくないわけで、

贅沢といえば贅沢だが、ぼく自身はこの環

境をかなり気に入っている。

図10 RASを利用できるユーザー名をNT側で設定しておく。

図9 WindowsNT ServerでのRASの組み込み。コントロールパネルからネットワー
クを選んで「ネットワークの設定」を開く。ここで「ソフトウェアの追加」ボタ
ンをクリックし、「リモートアクセスサービス」を選択。
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